
（千葉県）

市 政 ル ポ 市
い ち か わ

川市

首
都
圏
で
も
有
数
の
交
通
の
要
衝 

多
様
な
地
勢
に
多
彩
な
魅
力

　

千
葉
県
北
西
部
に
位
置
し
、
古
く
は
下
総
国
府

が
置
か
れ
た
歴
史
を
持
つ
市
川
市
は
、
昭
和
９

（
１
９
３
４
）
年
11
月
３

日
、
旧
東
葛
飾
郡
市
川

町
、
同
八
幡
町
、
同
中
山

町
、
同
国
分
村
の
３
町
１

村
の
合
併
に
よ
り
、
千
葉

県
で
は
千
葉
市
・
銚
子
市

に
次
ぐ
３
番
目
に
市
制
を

施
行
。
本
欄
掲
載
号
の
発

行
直
後
と
な
る
本
年
11
月

３
日
に
、
市
制
施
行
90
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
（
※

取
材
日
は
本
年
７
月
22
日

／
原
稿
作
成
は
９
月
20

日
）。

　

市
制
施
行
時
に
約
４
万
１
０
０
０
人
だ
っ
た
人

口
は
順
調
に
増
加
し
、
旧
東
葛
飾
郡
大
柏
村
（
昭
和

24
／
１
９
４
９
年
）
の
編
入
時
に
10
万
人
を
突
破
。

さ
ら
に
、
東
葛
飾
郡
行
徳
町
（
昭
和
30
／
１
９
５
５

年
）、
同
南
行
徳
町
（
昭
和
31
／
１
９
５
６
年
）
の

編
入
を
経
た
後
、
昭
和
40
年
代
半
ば
か
ら
は
東
京

都
心
に
至
近
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
人

口
が
増
加
。
特
に
昭
和
50
年
代
前
半
ま
で
は
毎
年

約
１
万
人
ず
つ
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
っ
た
と
さ

れ
る
。

　

そ
れ
以
降
も
毎
年
６
０
０
０
人
～
８
０
０
０
人

の
増
加
を
順
調
に
続
け
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

の
国
勢
調
査
時
に
は
49
万
６
６
７
６
人
と
、
50
万

人
台
目
前
に
ま
で
達
し
た
（
※
面
積
は
昭
和
37
年
以

降
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
行
徳
・
南
行
徳
地
区
の
臨

海
部
も
含
め
、
現
在
は
市
制
施
行
当
初
の
約
２
・
５

倍
、
56
・
39
㎢
と
な
っ
て
い
る
）。

　

現
在
も
市
川
市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

50
万
人
台
へ
到
達
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
は
、
平
成
17（
２
０
０
５
）年
か
ら
老
年
人

口
が
年
少
人
口

を
上
回
る
よ
う

に
な
っ
た
。
令

和
５（
２
０
２
３
）

年
９
月
末
時
点

の
市
川
市
の
高

齢
化
率
は
21
・

５
％
。
同
年
の
高
齢
化
率
全
国
平
均
29
・
１
％
に

比
較
す
る
と
高
く
は
な
い
。
し
か
し
、
合
計
特
殊

出
生
率（
令
和
４
／
２
０
２
２
年
）は
１
・
17（
近
年

の
ピ
ー
ク
は
平
成
27
／
２
０
１
５
年
の
１
・
39
）で
、

同
年
の
全
国
平
均
１
・
26
と
比
較
す
る
と
、
水
準
を

下
回
る（
同
年
の
千
葉
県
全
域
の
平
均
は
１
・
18
）。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
全
国
の
都
市
と
同

東京都江戸川区との市境を成す江戸川。右端の橋は京成本線、真ん中の
橋は国道14号、左端の橋はJR総武本線

市
制
施
行
90
周
年
は
１
０
０
周
年
の
先
に
向
け
た
第
一
歩
!!

市
民
目
線
と
現
場
主
義
に
よ
る
わ
く
わ
く
す
る
ま
ち
づ
く
り

田
たなか

中　甲
こう

市川市長
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様
に
、
市
川
市
で
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
が
明
確

に
表
れ
つ
つ
あ
る
が
、
若
い
世
代
の
転
入
が
多
く
、

総
人
口
に
お
け
る
人
口
動
態
は
安
定
的
に
推
移
し

て
い
る
と
い
え
る
。

　

市
川
市
に
お
け
る
こ
の
安
定
し
た
人
口
動
態
の

要
因
と
し
て
は
、
１
級
河
川
江
戸
川
を
挟
ん
だ
西

隣
が
東
京
都
（
江
戸
川
区
）
と
い
う
立
地
条
件
が
、

や
は
り
大
き
い
だ
ろ
う
。
市
川
市
の
地
勢
は
、
東

京
湾
岸
か
ら
内
陸
部
に
至
る
ま
で
実
に
多
様
性

に
富
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
地
区
も

東
京
都
心
部
か
ら
20
㎞
圏
内
に
あ
る
の
が
大
き

な
特
徴
だ
。

　

例
え
ば
市
川
市
役
所
第
１
庁
舎
の
最
寄
り
駅
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
総
武
本
線
・
本
八
幡
駅
か
ら
東
京
駅
ま

で
は
、
途
中
１
回
の
乗
り
換
え
も
含
め
、
所
要
時

間
は
最
短
23
分
な
の
だ
。
東
京
側
か
ら
見
て
市
川

市
の
最
奥
部
に
近
い
と
思
わ
れ
る
鉄
道
駅
の
一
つ
、

市
域
北
部（
内
陸
部
）に
位
置
す
る
大
町
駅（
北
総
鉄

道
北
総
線
）
か
ら
東
京
駅
ま
で
も
所
要
時
間
は
最
短

47
分
の
通
勤
圏
だ
。

　

東
京
駅
を
起
点
に
す
る
と
、
渋
谷
駅
ま
で
の
所

要
時
間
は
最
短
20
分
、
新
宿
駅
ま
で
は
最
短
14
分
。

千
葉
県
で
最
も
東
京
都
心
部
に
近
い
ま
ち
・
市
川

市
の
交
通
環
境
は
、
東
京
都
心
部
に
準
ず
る
ほ
ど

至
便
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

実
際
、
市
内
を
走
る
鉄
道
路
線
は
、Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、

地
下
鉄（
東
京
メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
）を
合
わ
せ
、

な
ん
と
７
路
線
（
計
16
駅
）
が
稼
働
し
て
い
る
。
道

路
も
首
都
高
速
湾
岸
線
、
東
関
東
自
動
車
道
、
東

京
外
郭
環
状
道
路
、
京
葉
道
路
の
各
結
節
点
と
し

て
、
計
10
カ
所
近
く
に
及
ぶ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
・
Ｔ
Ｂ
・

Ｐ
Ａ
な
ど
が
市
内
に
立
地
す
る
。
一
般
国
道
、
主

要
地
方
道
に
至
っ
て
は
、
網
の
目
の
よ

う
に
市
域
を
覆
っ
て
お
り
、
東
京
国
際

空
港
（
羽
田
空
港
）
へ
も
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

で
つ
な
が
っ
て
い
る
（
空
港
へ
の
鉄
道
ア

ク
セ
ス
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総
武
快
速
線
と
京

成
本
線
が
成
田
国
際
空
港
に
直
結
し
て

い
る
）。

　

市
川
市
の
こ
う
し
た
交
通
の
要
衝
ぶ

り
に
は
、
水
戸
街
道
や
日
光
街
道
と
も

連
係
す
る
佐
倉
街
道
（
成
田
街
道
）
の
宿

場
町
（
市
川
宿
、
八
幡
宿
な
ど
）
と
し
て

に
ぎ
わ
い
、
江
戸
川
を
活
用
し
た
物
流

の
集
散
地
（
行
徳
）
と
し
て
も
栄
え
た
、

近
世
以
来
の
伝
統（
現
在
の
市
川
市
の
主

要
エ
リ
ア
は
、
特
に
行
徳
地
区
な
ど
の
塩
田
地
帯

を
抱
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
徳
川
幕
府
の
天
領

だ
っ
た
時
代
が
長
い
）が
基
盤
に
あ
る
。

　
「
東
京
の
都
心
部
に
近
く
、
し
か
も
自
然
が
豊
か

で
風
光
明め
い
び媚

。
塩
も
含
め
た
海
の
産
物
、
川
の
産

物
、
米
や
市
川
の
シ
ン
ボ
ル
的
作
物
の
梨
を
は
じ

め
と
す
る
里
の
産
物
に
も
恵
ま
れ
た
土
地
柄
は
、

素
朴
な
人
情
と
も
相
ま
っ
て
、
特
に
近
代
以
降
は
、

永
井
荷
風
、
幸
田
露
伴
、
北
原
白
秋
、
東
山
魁
夷
、

井
上
ひ
さ
し
な
ど
、
多
く
の
文
化
人
を
惹
き
付
け
、

各
界
の
要
人
が
別
宅
を
構
え
る
な
ど
、
東
京
の
奥

座
敷
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
は
、
旧
陸
軍
の
施
設
が
国
府
台
地

区
に
次
々
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

内
陸
部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
後
は
陸
軍
施
設
の
跡
地
に
大
学
や
高
校
、
病
院
、

各
種
運
動
施
設
な
ど
、
広
大
な
敷
地
を
要
す
る
施

設
が
集
中
し
て
立
地
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
教
・

行徳地区は江戸湾岸最大の塩生産地だった。寺社や宮大工が多く神輿（み
こし）造りも盛んに。「行徳まつり」には今も地元で造られた神輿が勢ぞろい
（市川市行徳ふれあい伝承館に展示の江戸神輿と行徳まつりの神輿渡御）

市川市

千葉市
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学
園
都
市
と
し
て
の
、
市
川
市
の
現
在
の
都
市
的

側
面
の
構
築
に
、
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
代
に
お
い
て
は
、
千
葉
県
に
居
住
し
、
東
京

都
に
通
勤
通
学
す
る
人
々
は
《
千
葉
都
民
》
な
ど
と

も
総
称
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
川
を
挟
ん
だ

だ
け
で
東
京
都
と
接
す
る
市
川
市
の
市
民
の
中
に

は
、
千
葉
県
で
は
な
く
、
東
京
の
地
続
き
の
ま
ち

に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
意
識
の
方
が
強
い
よ
う

な
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。
実
は
職
員
の
意
識
に
も
、

そ
れ
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
が
現
在
の
市
川
市
の
置
か
れ
た
環
境
面
の

強
み
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
半
面
、
実
は
中
途
半

端
な
立
ち
位
置
を
醸
成
し
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分

で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
市
長
就
任
以
前
か

ら
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
田
中
甲
市
川
市
長
だ
。
生
ま

れ
も
育
ち
も
市
川
市
の
田
中
市
長
は
、
市
川
市
議

会
議
員
、
千
葉
県
議
会
議
員
を
経
て
、
平
成
５

（
１
９
９
３
）
年
か
ら
３
期
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員

を
務
め
た
後
、
令
和
４
年
３
月
27
日
に
実
施
さ
れ

た
市
川
市
長
選
挙
に
出
馬
し
、
当
選
。
本
年
で
１

期
３
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

１
０
０
周
年
の
先
の
未
来
に
向
け 

今
本
当
に
必
要
な
市
政
の
実
施

　
「
90
年
間
に
及
ぶ
市
川
市
政
は
、
私
も
含
め
て
13

人
の
市
長
が
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

最
も
新
し
い
代
の
私
が
、
就
任
３
年
目
に
し
て
90

周
年
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
、
１
０
０
周

年
に
向
け
た
第
一
歩

を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い

で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
契
機
に
、
就

任
時
か
ら
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
示
し
続
け
て

き
た
『
市
民
目
線
』

『
現
場
主
義
』の
基
本

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
、
何
よ
り
も
市
民
の

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
市
政
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
交
通
の
利
便
性
や
東
京
の
隣
町

と
い
う
『
与
え
ら
れ
た
環
境
の
良
さ
』
だ
け
に
頼
ら

な
い
、
積
極
的
か
つ
徹
底
的
に
考
え
、
自
ら
行
動

す
る
市
政
、
そ
れ
を
90
年
前
の
初
心
に
戻
っ
て
実

施
す
る
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際

問
題
、
財
政
的
に
も
豊
か
な
ま
ち
と
さ
れ
る
市
川

市
で
す
が
、
一
方
で
幾
つ
も
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
」

　

問
題
の
一
例
と
し
て
、
田
中
市
長
は
、
住
宅
都

市
と
し
て
順
調
な
歩
み
を
続
け
て
き
た
市
川
市
の

人
口
が
、
50
万
人
台
を
目
前
に
横
ば
い
の
状
況
を

見
せ
て
い
る
背
景
の
理
由
の
一
つ
に
、
働
き
盛
り

世
代
に
お
け
る
近
年
の
転
出
超
過
傾
向
を
挙
げ
る
。

　
「
例
え
ば
近
年
の
市
川
市
に
は
、
子
ど
も
が
就

学
年
齢
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
働
き
盛
り
世
帯

に
、
転
出
傾
向

が
比
較
的
多
く

見
ら
れ
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。

　

実
際
、
都
心

か
ら
至
近
で
、

東
京
よ
り
地
価

の
比
較
的
安
い

市
川
市
は
、
若

い
世
帯
に
は
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
な
の
で

す
。
そ
の
半
面
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
何
年
か
し

た
後
に
、
２
人
目
の
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
か
、

就
学
年
齢
を
迎
え
る
頃
に
、
今
の
家
は
手
狭
だ
か

ら
も
う
少
し
広
い
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
と
い
う
よ

全国一の梨生産県・千葉県でも「市川の梨」（地域ブランド）はトップクラスの産
出額を維持。田中市長も東京・大田市場でトップセールスを実施（本年8月3日）

「道の駅いちかわ」の地場野菜コーナー。毎日朝採れ
の新鮮な地場産野菜が並ぶ
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市川市　市 政 ル ポ

（千葉県）

う
な
状
況
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
よ
り
敷
地
が
広

い
家
を
求
め
る
世
帯
の
何
割
か
は
、
市
川
市
よ
り

も
地
価
の
安
価
な
ま
ち
へ
引
っ
越
す
と
い
う
傾
向

が
あ
る
ら
し
い
こ
と
も
、
各
種
の
デ
ー
タ
か
ら
は

見
え
て
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
現
実
を
目
の
前
に
し
た
と
き
に
、
私

た
ち
行
政
が
す
る
べ
き
こ
と
と
は
何
か
。
働
き
盛

り
世
代
の
転
出
を
止
め
る
た
め
に
補
助
金
を
乱
発

す
る
と
い
う
よ
う
な
一
過
性
の
こ
と
で
は
な
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
、
と
に
か
く
こ
の
ま
ち
で
ず
っ

と
暮
ら
し
て
い
き
た
い
、
孫
子
の
世
代
に
も
そ
れ

を
継
承
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
自
然
に
醸
成
さ

れ
て
い
く
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
」

　

そ
の
た
め
に
も
、
本
年
に
市
制
施
行
90
周
年
を

迎
え
る
と
い
う
こ
と
は
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ

と
、
田
中
市
長
は
強
調
す
る
。

　
「
こ
れ
を
大
き
な
突
破
口
と
捉
え
、
市
長
以
下
、

市
役
所
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
初
心
に
戻
っ
て
、

90
周
年
の
次
の
１
０
０
周
年
、
さ
ら
に
そ
の
先
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
90
年
間
の
歴
史
の
積
み
重
ね
の
中
で
、

い
つ
の
間
に
か
堆
積
し
た
『
市
役
所
の
あ
し
き
習

慣
、
好
ま
ざ
る
習
慣
』
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

も
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
刷
新
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
決
意
の
下
に
、
本
年
１
月
４
日
の
仕

事
始
め
式
で
は
、
昭
和
９
年
に
市
制
施
行
し
た

当
時
の
人
々
の
喜
び
と
緊
張
感
と
を
、
90
年
後

の
私
た
ち
も
共
有
す
る
た
め
に
、
部
長
級
以
上

の
幹
部
職
員
は
市
制
施
行
当
時
と
同
じ
和
服
姿

で
臨
ん
で
『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
』
の
思
い
を
新

た
に
、
市
制
施
行
90
周
年
の
節
目
の
年
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
」

　

現
在
置
か
れ
た
環
境
面
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
だ

け
に
頼
ら
な
い
行
政
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
。
そ
れ
は
「
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
積
極

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
に
考
え
る
、
本
当
に
必
要

な
施
策
・
事
業
の
実
行
。
必
要
な
部
分
に
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
迫
る
効
率
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
、
有
効
な
施
策
・
事
業
の
実
施
を
旨

と
す
る
市
政
。
初
心
に
戻
っ
て
行
う
、
そ
の
よ
う

な
施
策
・
事
業
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
90
周
年
の
先

の
未
来
、
１
０
０
周
年
と
い
わ
ず
、
も
っ
と
も
っ

と
先
の
未
来
に
向
け
て
も
持
続
可
能
な
市
川
市
の

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
」に
つ
な
が
る
―
―
。

　

田
中
市
長
は
、
そ
の
た
め
に
今
ま
さ
に
必
要
な

施
策
・
事
業
と
し
て
、
ま
ず
「
市
制
施
行
90
周
年
を

契
機
に
実
施
す
る
全
国
発
信
事
業
の
重
要
性
」
を
挙

げ
る
。
同
時
に
市
制
１
０
０
周
年
の
先
に
向
け
て

市
川
市
が
目
指
す
べ
き
「
持
続
可
能
な
ま
ち
」
実
現

の
た
め
の
、
現
時
点
で
の
重
点
施
策
の
３
要
素
と

し
て
「
①
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
／
②
持
続

可
能
で
安
心
快
適
な
ま
ち
／
③
魅
力
あ
ふ
れ
る
元

気
な
ま
ち
」を
、
本
年
度
の
施
政
方
針
に
も
掲
げ
て

い
る
。

　

本
欄
で
は
今
回
、
そ
の
中
で
も
「
市
制
施
行
90
周

取材当日の市川市役所ワンストップ窓口。広いフロアにデスクと椅子が並び、市民のもと
へと職員が出向き、手続きが完結する。「市民目線」が育んだ市役所ロビーの活気ある光景

毎年実施する「いちかわ三番瀬まつり」では、梨の剪定枝で作った漁の仕
掛け「ボサ」の引き揚げ体験を実施。捕獲後の生き物の観察会も行う
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年
を
契
機
に
実
施
す
る
全
国
発
信
事
業
」
を
中
心

に
、
取
材
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

市
民
と
盛
り
上
げ
る
90
周
年 

ゆ
か
り
の
著
名
人
と
共
に
全
国
発
信

　

市
川
市
の
市
制
施
行
90
周
年
記
念
行
事
は
、
式

典
当
日
と
な
る
本
年
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
の

ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
令
和
５
年
11
月
３
日
に
実
施

さ
れ
た《
第
48
回
い
ち
か
わ
市
民
ま
つ
り
》（
大
洲
防

災
公
園
ほ
か
）
に
て
、
幕
を
開
け
た
。
お
よ
そ
半
世

紀
も
前
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
《
い
ち
か
わ
市

民
ま
つ
り
》は
、
令
和
２
年
・
３（
２
０
２
１
）年
と

連
続
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め「
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
」

に
な
っ
て
い
た
。
令
和
４
年
開
催
の
《
第
47
回
い
ち

か
わ
市
民
ま
つ
り
》
は
、
３
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
実

施
と
な
っ
た
。

　

昨
年
の《
第
48
回
い
ち
か
わ
市
民
ま
つ
り
》で
は
、

本
年
に
迎
え
る
市
制
施
行
90
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
《
わ
く
わ
く
す
る
ま
ち 

い
ち
か
わ
》
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
そ
し
て
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
『
気
球
に
の
っ
て

ど
こ
ま
で
も
』
が
発
表
さ
れ
た
。
同
時
に
令
和
５
年

12
月
か
ら
は
市
役
所
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
の
入
り

口
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
、
出
入
り

す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
制
施
行
90
周
年
を
全
国
発
信
す
る

た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
《
市
川
市
市
制
90
周
年

記
念
サ
イ
ト
》
を
開
設
。
１
年
間
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
る
記
念
イ
ヤ
ー
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
市
川
市
の
90
年
間
の
歩
み
や
多
彩
な
顔（
魅

力
）
な
ど
を
随
時
全
国
発
信
し
、
好
評
を
博
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
市
川
市
は
文
化
人
や
各
界
の
有
力
者
た

ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
と
と
も

に
、「
ゆ
か
り
の
有
名
人
」
の
話
題
に
は
事
欠
か
な

い
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

《
市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
》
に
は
、
永
井
荷
風
、

井
上
ひ
さ
し
ほ
か
、
か
つ
て
市
川
市
で
暮
ら
し
た

文
化
人
の
業
績
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
今
回
の
90
周
年
に
際
し
て
は
、
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

後
も
含
め
、
思
春
期
か
ら
約
20
年
間
を
市
川
市
で

暮
ら
し
た
経
験
を
持
つ
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
が
、

市
制
施
行
90
周
年
記
念
を
機
に
《
市
川
市
親
善
大

使
》
に
就
任
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
大
き
な
話
題

に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
、
ま
さ
に
市

川
市
の
90
年
間
の
歩
み
が
醸
成
し
て
き
た
「
地
域
財

産
」と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
華
や
か
な
話
題
の
陰
で
、

田
中
市
長
が
関
係
各
位
と
語
ら
い
企
画
立
案
し
た

《
卆
寿
の
卒
業
式
》
と
い
う
、
心
温
ま
る
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
も
、
本
欄
で
は
注
目
し
た
い
。
こ
れ
も

ま
た
、
田
中
市
長
が
目
指
す
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
だ
。

　
「
市
川
市
と
同
じ
昭
和
９
年
に
生
ま
れ
、
今
年
90

歳
を
迎
え
る
市
民
の
皆
さ
ま
は
、
７
歳
の
時
に
国

が
戦
争
に
突
入
し
た
た
め
、
育
ち
盛
り
の
時
代
に

も
ろ
く
な
食
料
が
な
く
、
終
戦
直
後
に
小
学
校
の

市川市は20世紀の日本を代表する画家・東山魁夷が後半生を暮らしたゆかりの地。
市川市東山魁夷記念館は全国の東山魁夷ファンの憧れの施設

市川市文学ミュージアム（生涯学習センター内）には、水木洋子をはじめ市川市ゆか
りの作家の事績を常設展示
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卒
業
年
齢
を
迎
え
た
た
め
、
卒
業
式
す
ら
満
足
に

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
市
川
市
に
は
小
学

校
が
９
校
あ
り
、
そ
の
年
の
卒
業
生
は
約
１
８
０
０

人
だ
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
現
在
で
は

大
半
の
方
が
亡
く

な
っ
た
り
、
移
転

さ
れ
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
市
川
市

で
は
市
内
に
在
住

さ
れ
て
い
る
今
年

90
歳
の『
卒
業
生
』

の
皆
さ
ま
に
、
78

年
越
し
の
卒
業
証

書
を
、
現
職
の
市
川
市
教
育
長
か
ら
お
渡
し
す
る

こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
川
市
の
誕
生
の
年
に
生
ま
れ
、
艱か
ん
な
ん難
辛
苦
の
時

代
を
経
て
90
年
後
の
現
在
に
ご
縁
が
あ
っ
て
市
川
市

で
暮
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
の
方
た
ち
も
、
ま

さ
に『
わ
が
市
の
地
域
財
産
』と
、
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。《
卆
寿
の
卒
業
式
》
は
、
市
制
施
行
90
周
年
式
典

の
前
日
、
本
年
11
月
２
日
に
挙
行
い
た
し
ま
す
」

　

市
川
市
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
、
90
周
年
以
降

の
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
た
「
未
来
に
つ
な
が
る
施

策
」
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
脱
炭
素
に

向
け
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
小
学
校
・
中
学
校
・

義
務
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
な
ど
全
て
の
市

立
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
踏
み
切
っ
た
。
ま

た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校
生
相
当

年
齢
ま
で
拡
大
し
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
も
開
始
し
た
。

　

加
え
て
ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア（
75
歳
以
上
の
高
齢
者
）

の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
、
高
齢
者
の
健
康
寿

命
日
本
一
を
目
指
す
べ
く
、
外
出
支
援
事
業（
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
補
助
）
や
、
高
齢
者
の
参
加

で
き
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
発
信
も
強
化

し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
市
内
の
約
６
５
０
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
（
ス
マ
ホ
専
用
ア
プ
リ
、
専
用
カ
ー
ド
な
ど
）

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
）支
援
の
た
め
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
係
る
都
市
間
連
携
に
関
す

る
協
定
」
を
千
葉
県
内
近
隣
５
市
と
締
結
。
本
年
度

か
ら
９
市
に
拡
大
し
、
相
互
の
都
市
へ
転
出
・
転

入
し
た
際
の
同
制
度
の
手
続
き
簡
素
化
な
ど
、
面

的
な
規
模
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

90
周
年
を
機
に
、
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
徹
底

は
、「
市
民
目
線
」
と
「
現
場
主
義
」
が
な
け
れ
ば
成

し
得
な
い
施
策
で
あ
り
、
誰
を
も
笑
顔
に
す
る
「
魅

力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」「
持
続
可
能
で

安
心
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
も
連
動
す
る
大
切
な

要
素
だ
ろ
う
。

　

市
制
施
行
91
年
目
以
降
の
市
川
市
に
お
け
る
「
さ

ら
な
る
歩
み
」が
、
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
７
月
22
日
）

市川市八幡地区の地名の由来となった葛飾八幡宮。神隠しの伝承で知られる「八幡
の藪知らず（八幡不知森）」は、同神社のすぐ近くにある

市川市中山地区にある「正中山法華経寺」は毎年冬に100日間
実施される「日蓮宗・世界三大荒行」の地としてつとに有名

毎年8月には市川市民納涼花火大会と江戸川区花火大会が同時開催され、江戸川の
両岸は多くの観衆で埋まる
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